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｢対応関係の図｣は,児童にとって有効であるこ
とが分かった｡
ロや△を用いた式を巻くまでの過程を大切に
することで,口や△がプレスホルダーであること
を強く意粍でき,プレスホルダーとしての見方が
できるようになっていったことからも,いろいろ変
わる数の表し方を考え,話し合う昇数的活動は
有効であることが分かった｡
(2)課 籍
単元を通して,口や△が変数であることを理
解し,プレスホルダーとしての見方できるように
なっていったが,この単元だけで｢変数の考え｣
が碇ちに形成されるものではないと考えている.
今後の課題は,このDや△を用いた式から文字
式-の連動を実証的に研究していくことが必要
がある｡
また,中学校数学の｢関数領域｣とのなめらか
な接続を意放して,r変数の考えtを形成してい
く実践に取り組んでいきたいC
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